
農
場
へ
の
直
島
プ
ロ
セ
ス
を
純
技
術
…
的
観
鮎
、
法
的
身
分
的
關
係
か
ら
詳

述
し
て
み
る
Q
次
に
く
竈
⑦
コ
制
慶
の
編
成
様
式
分
析
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク

、
囲
の
b
9
】
口
…
窪
く
9
瑚
暮
募
㈹
を
解
著
し
て
み
る
。

　
H
嵩
．
》
●
こ
の
章
に
於
て
く
陰
尉
巴
9
♂
、
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
末
期
を
重
要

麗
す
る
、
何
故
か
p

　
大
地
主
制
度
は
十
一
世
紀
に
到
っ
て
完
成
し
、
次
で
整
頓
の
時
代
に
入

っ
た
。
地
方
思
主
、
都
市
、
が
大
地
主
に
饗
抗
し
て
纏
濟
愈
愈
に
蜷
解
し

來
つ
た
。
從
陽
民
は
昏
目
そ
の
地
主
の
鵜
絆
を
憂
し
て
自
ら
の
纏
濟
を
籏

悪
し
始
め
た
。

　
｝
一
〇
〇
年
に
は
東
プ
ロ
シ
ャ
の
李
和
酌
塗
擦
（
東
方
開
拓
）
が
實
行
さ

れ
○
け
8
碑
9
（
窓
。
湊
①
は
望
西
9
≡
を
克
服
し
ゲ
ル
マ
ン
文
化
の
全
面
的

伸
張
が
開
始
さ
れ
た
。

　
要
之
、
十
一
、
二
世
紀
は
ゲ
ル
マ
ン
古
來
最
大
の
開
作
期
で
あ
り
、
人

口
塘
大
崎
で
あ
り
、
而
も
く
籠
聲
制
度
或
ひ
は
等
。
老
司
纏
濟
の
解
膿

期
に
常
る
。

　
こ
」
に
地
主
の
不
動
、
＜
穿
↑
ぎ
の
出
奔
（
必
然
的
に
匿
。
昌
窪
d
一
。
ゴ
馨

は
解
除
さ
れ
、
都
市
は
彼
等
を
喜
ん
で
牧
容
、
保
卜
す
る
）
と
賃
貸
法

（
℃
p
g
r
い
。
鋳
○
に
よ
る
マ
魚
。
目
の
騨
亀
。
讐
ρ
）
の
出
魏
は
地
主
領
主
と
農

民
の
聞
の
土
釜
係
を
更
新
し
、
流
動
化
し
、
複
離
化
し
、
更
ら
に
肖
出
民

と
不
自
由
民
と
の
關
係
を
も
改
難
せ
し
む
る
に
到
っ
た
。

　
次
で
憐
塊
主
酬
鋼
度
の
可
融
…
退
に
俘
っ
て
、
O
⊇
伊
語
器
冠
さ
団
9
窪
田
「
門
が
農
斑

と
隔
離
さ
れ
て
行
く
に
反
し
て
、
優
勢
を
持
し
來
つ
た
Q
鼠
。
窪
昌
Φ
轟
の

経
政
界
へ
の
甦
出
溢
（
八
十
頁
）
或
ひ
は
ヵ
葺
Φ
謎
F
孫
ζ
二
黒
…
9
。
O
冠
【
5
争

紹

介

一
）
気
欝
が
實
現
し
始
め
た
庭
の
も
Q
貯
㊦
各
。
簿
N
の
集
約
化
に
よ
る
大
領
地

六
度
の
意
義
（
九
五
頁
）
、
其
魔
に
設
け
ら
る
」
冒
飢
・
讐
3
叶
の
官
吏
的
色

彩
の
強
化
（
九
七
頁
）
を
重
．
要
麗
し
て
ド
イ
ツ
中
種
農
業
寄
身
史
上
の
三
大

事
象
（
紙
屑
頁
）
を
詳
し
く
設
明
し
、
こ
瓦
に
多
く
の
問
題
を
暗
示
し
て
み

る
。

　
次
第
に
熟
を
…
帯
び
來
つ
た
く
．
ゆ
色
9
＜
　
の
論
述
が
、
こ
」
に
於
て
中

醸
せ
ら
れ
て
絡
つ
た
事
は
甚
だ
残
念
で
は
あ
る
が
、
　
こ
の
流
暢
剛
快
な

く
・
罷
。
δ
！
く
得
慨
息
の
三
際
㌻
日
十
四
頁
を
一
無
猶
に
酬
讃
．
破
さ
れ
る
で
あ
ら
う
讃

者
は
，
更
ら
に
進
ん
で
⇔
難
窪
皆
竃
憎
魯
讐
㈹
時
代
の
農
民
の
蓮
命
に
就

き
、
或
は
更
ら
に
土
地
制
度
が
近
代
的
に
編
成
せ
ら
れ
て
封
建
的
土
地
所

有
擢
を
失
へ
る
農
民
の
即
断
的
離
村
現
象
の
探
究
に
、
自
ら
メ
ス
を
振
っ

て
く
・
ゆ
。
ぎ
ゴ
・
の
意
嗣
を
縫
承
し
、
達
威
せ
し
め
ん
と
の
強
い
衝
動
に
駆

ら
れ
る
で
あ
ら
弓
。

　
（
！
哩
。
ユ
憂
く
。
箒
O
塁
5
〈
鳴
誘
。
序
門
貯
遍
窪
p
回
8
下
邦
「
貨
約
六
糊
．
）
（
小

澤
吉
見
）

・
○
日
プ
①
タ
δ
弓
蔵
言
寓
簿
℃
の
圏

　
轡
9
H
α
9
冒
一
〇
ψ
③

σ
）
・
ダ
N
・
ダ
か
冒
門
乱
。
り
．

　
こ
れ
は
既
に
下
血
伊
八
氏
が
學
燈
入
月
下
に
紹
介
の
筆
を
と
ら
れ
た
も

の
、
そ
こ
に
稽
詳
細
な
本
書
の
輪
廓
が
傳
へ
ら
れ
て
あ
る
り
だ
が
課
し
て

「
地
圓
の
世
界
」
と
し
て
あ
る
の
は
少
々
解
し
難
い
こ
と
で
あ
る
。

　
虚
者
の
企
適
す
る
駈
は
一
に
は
地
塁
を
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
於
て
、
理

解
せ
し
む
る
こ
と
で
あ
る
。
工
に
は
專
門
的
知
識
な
き
讃
者
を
…
劉
象
と
し

第
二
十
二
奮
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四
號
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紹

介

て
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
從
っ
て
地
圃
に
關
す
る
あ
ら
ゆ
る
理
解
の
入
門

書
で
あ
る
と
い
ふ
の
が
こ
の
書
の
援
心
で
あ
り
、
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課

題
に
封
し
て
著
表
の
と
っ
た
態
度
は
極
め
て
優
れ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

著
者
は
我
々
が
現
在
手
に
す
る
如
き
も
の
』
讃
圓
に
必
要
な
專
門
酌
知
識

の
初
回
的
解
説
を
並
べ
て
見
せ
る
と
い
ふ
様
な
取
急
い
だ
道
を
と
っ
て
み

な
い
。
例
か
ら
成
っ
た
か
、
地
圃
が
自
ら
行
っ
た
浬
動
を
李
易
に
噛
み
く

だ
い
て
提
供
し
て
み
る
り
之
は
一
箇
の
地
回
旧
史
で
あ
る
。
財
次
が
（
こ

縮
尺
と
距
離
、
（
二
）
地
翻
　
上
の
方
位
、
（
三
）
投
影
法
、
（
四
）
閾
式
記
號
、

（
五
）
地
形
表
現
，
（
六
）
文
字
の
銘
記
，
（
七
）
申
世
，
（
入
）
著
名
な
る
地
圓

作
者
若
干
、
（
九
）
悲
世
の
地
圖
製
作
、
（
十
）
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
マ
ッ
プ
・
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ツ
、
（
十
一
）
近
代
に
留
る
地
斑
、
。
（
十
二
）
地
形
圃
、
と
い
ふ

が
如
く
で
あ
っ
て
竜
こ
の
書
が
地
回
旧
史
で
あ
る
を
妨
げ
な
い
。

　
亭
易
、
茨
は
通
硲
的
、
に
誹
か
れ
て
あ
っ
て
極
め
て
初
歩
的
で
は
あ
る

が
、
同
時
に
や
x
高
級
な
信
者
に
も
充
分
暗
示
に
蔑
ん
で
み
る
Q
附
録
に

古
代
よ
り
現
代
に
至
る
三
七
の
年
代
記
的
目
録
、
文
献
目
録
、
及
び
二
十

四
葉
の
霞
網
が
つ
け
て
あ
る
の
も
後
者
に
よ
い
利
川
…
を
挨
つ
も
の
で
あ

る
Q
形
式
が
一
見
し
て
極
め
て
不
統
一
で
は
あ
る
が
、
著
者
の
老
練
は
充

分
爆
的
を
達
し
て
み
る
と
い
へ
る
だ
ら
う
Q
　
（
二
〇
入
穿
、
定
才
六
縄
滲

拾
五
銭
）
（
野
聞
）

第
ご
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「
誤
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Hr
五三

t一’

前
職
表
紙
訂
正

國
罠
閣
家
の
確
立
の
一
過
程
（
下
）
　
文
學
士
　
西
井
　
党
巳

…
藤
足
柄
騨
の
義
倉
と
小
菅
・
大
津
爾
縣
の
報
恩
靴
…

明
治
初
年
の
備
荒
救
懐
鰻
關
…
の
二
三
に
．
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
寺
尾
宏
二

囲
民
闘
賢
覧
確
立
の
一
過
程
馬
下
）
　
　
文
廓
士
　
西
井
　
克
己

明
治
初
年
の
備
荒
救
椀
機
關
の
二
三
に
就
い
て

　
一
算
足
栖
…
騨
の
義
倉
と
小
菅
。
大
津
爾
縣
の
報
恩
競
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
寺
尾
宏
二

弼
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